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屋 久 島 班 人 文 社 会 チ ー ム 2 0 0 4 年 度 研 究 概 要
1 . 土 面 川 土 石 流 訴 訟 と パ ホ ロ ッ ク 土 石 流 災 害 と の 言 説 の 近 似 性 ( 安 部 竜 一 郎 1)  
(1) イ ン ド ネ シ ア 北 ス マ ト ラ 州 パ ホ ロ ッ ク 川 土 石 流 災 害 ( 2 0 0 3 年 11 月 3 日 )
・ 2 5 0 万 h a の 原 生 林 を 誇 る ル ー サ 一 国 立 公 園 に 隣 接
・ ブ キ ッ ド ・ ラ ワ ン 村 を 直 撃 = オ ラ ン ウ ー タ ン ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー で 有 名 な
観 光 地 ( ジ ャ ワ 人 、 ス ン ダ 人 、 パ タ ッ ク 人 、 ミ ナ ン 人 な ど の マ ル チ ェ ス ニ ッ ク )
・ 午 後 9 時 ご ろ 、 2 回 に 渡 る 土 石 流 。 初 回 は 高 さ 4 m ほ ど 、 2 回 目 が 1 0 m 超 ( 住 民 へ の
イ ン タ ビ ュ ー )0 2 回 目 で 大 き な 被 害 ( 死 者 2 5 0 人 強 と 言 わ れ る )
写 真 1: 破 壊 さ れ た ホ テ ル (04 年 11 月 安 部 撮 影 ) 写 真 2 :ひ し ゃ げ た 橋 (04 年 11 月 安 部 撮 影 )
(2) 原 因 を め ぐ る 論 争
・ メ ガ ワ テ ィ 演 説 「 上 流 部 の 違 法 伐 採 が 原 因 J 、 環 境 大 臣 、 ラ ン カ ッ ト 県 知 事 も 追 認 0
・ N G O : ス マ ト ラ 横 断 道 路 ( ラ デ 、イ ア ・ ガ ラ ス カ ) や 上 流 の ダ ム 決 壊 の 影 響 を 指 摘 。
・ 林 業 大 臣 : 急 勾 配 と 豪 雨 に よ る 天 災 。
(3) 土 面 川 裁 判 に お け る 各 主 張 と の 比 較
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* 森 林 の 開 発 主 体 で あ る ア ク タ ー の 主 張 の 近 似 性 に 注 目 : 利 害 > 科 学 ?
2. 森 林 と の か か わ り に お け る イ ン セ ン テ ィ ブ ( 浅 尾 真 利 子 2)
こ れ か ら の 自 然 と の か か わ り 方 に つ い て 、 ま ず 、 屋 久 島 に お け る 行 政 サ イ ド か ら の 展 望
を 示 す 環 境 文 化 村 構 想 、 そ し て そ の 後 実 際 に 行 わ れ て き た 施 策 に つ い て 検 討 し た 。 こ れ は 、
1 9 9 3 年 ( 平 成 5 年 ) に 世 界 自 然 遺 産 に 登 録 さ れ た 屋 久 島 に お い て 、 そ れ に 先 立 つ 1 9 9 2 年 ( 平
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4 . 離 島 と 学 問 : 資 源 系 の 解 明 ( 王 智 弘 4)
「 島 は 不 毛 地 で あ る と い う よ り は 、 無 人 化 さ れ た も の な の だ 。 そ の 結 果 、 島 は そ れ 自 身
の 中 に 最 も 生 き 生 き と し た 資 源 を も ち う る J -ジ ル ・ ト ウ ー ル ー ズ 、 [2003:17・18] が し 、 み じ
く も 言 い 得 た が 、 島 は 学 問 に と っ て も ま さ に 知 的 な 生 産 活 動 に お け る 資 源 で あ っ た 。
学 問 上 、 世 界 で 最 も 有 名 な 島 の 1 つ に ガ ラ パ ゴ ス 諸 島 が あ る 。 1 8  3  5年 に こ の 島 を 訪
れ た チ ャ ー ル ズ ・ ダ ー ウ ィ ン は 、 自 然 淘 汰 に よ る 生 物 進 化 の 着 想 を 得 て 、 後 に 『 種 の 起 源 』
を 記 し た 。 二 世 紀 足 ら ず 経 っ た 現 在 、 世 界 自 然 遺 産 に 指 定 さ れ た ガ ラ パ ゴ ス 諸 島 は 、 生 態
系 と 生 物 多 様 性 の 保 護 と 人 間 の 活 動 を 管 理 す る 制 度 の 構 築 が 模 索 さ れ て い る ( 西 原 ・ 梅 津
[2004:229 ・245])。 こ れ に 類 似 し た 試 み は 、 圏 内 で も 屋 久 島 、 小 笠 原 諸 島 、 御 蔵 島 な ど で 見
ら れ る 。 こ う し た 自 然 を 利 用 す る 人 間 の 活 動 一 自 然 資 源 の 開 発 ー の 適 正 な 管 理 は 、 持 続 可
能 な 開 発 の 概 念 の 根 本 を 支 え る も の で も あ る 。
『 種 の 起 源 』 に 先 立 つ 1 6 9 1 年 、 イ ン グ ラ ン ド 人 の ウ ィ リ ア ム ・ ベ テ ィ に よ る 著 書 『 ア
イ ァ ラ ン ド の 政 治 的 解 剖 ( T h e P o 1itical A na t o m y  of I R E L A N D )  ~が出版されている。そ
の 内 容 は 、 軍 医 で あ り 測 量 家 、 ま た 行 政 官 で も あ っ た 彼 が 、 1 7 世 紀 を 通 じ て イ ン グ ラ ン
ド の 植 民 的 国 家 に な り つ つ あ っ た ア イ ル ラ ン ド を 政 治 的 動 物 と み な し て お こ な っ た 政 治 的
解 剖 ー 今 日 の 用 語 で 言 う な ら 社 会 状 態 の 分 析 ー で あ る 。 分 析 の 対 象 に は 、 今 日 我 々 が 資 源
か ら 連 想 す る よ う な も の 、 例 え ば 土 地 、 産 物 、 あ る い は 大 気 や 地 味 も 含 ま れ て い る 。 と こ
ろ で 、 1 9 5 0 年 に 出 版 さ れ た 松 川 七 郎 訳 に よ る 同 書 の 邦 訳 で は 、 「 資 源 」 の 原 語 は
r  s u b s t a n c e  J  (ベ テ ィ = 松 ) ' 1[1950:114]) と な っ て い て 、 訳 語 と し て 一 般 的 に 連 想 す る
r  resourceJ で は な い 。 な ぜ か 。
本 発 表 に お け る 試 み は 、 社 会 科 学 的 な ア プ ロ ー チ に よ る 資 源 管 理 研 究 に 新 た な 方 向 性 を
見 出 す こ と で あ る 。 内 容 は 、 上 述 の ベ テ ィ を は じ め 、 幾 つ か の 離 島 を 扱 っ た 学 問 や 論 考 ( 主
に 人 文 科 学 分 野 の ) を 題 材 と す る 。 モ ノ と 人 の 関 係 の あ り 方 が 、 離 島 と 学 問 の 関 係 に ど の
よ う な 特 徴 を も っ て 析 出 し て い る か を 歴 史 的 概 観 か ら 明 ら か に す る 。 そ う い っ た 分 析 の 結
果 か ら 、 我 々 は 「 資 源 」 と い う 言 葉 が 世 相 に 感 応 し た 言 葉 ・ 概 念 で あ る こ と を 発 見 す る 。
以 上 の 展 開 か ら 、 「 資 源 J を セ ン サ ー と し た 天 然 資 源 を め ぐ る 社 会 現 象 の 観 測 装 置 を 、
試 験 的 に 組 み 上 げ る 。 そ の た め に ま ず 、 こ れ ま で 「 資 源 論 J と し て 展 開 さ れ て き た 一 群 の
既 存 研 究 を レ ビ ュ ー し た の で こ れ を 報 告 す る 。 さ ら に は 近 年 、 新 し い 概 念 と し て 登 場 し た
「 地 域 資 源 」 へ の 言 及 を 踏 ま え て 、 本 研 究 の 目 的 と し て 解 明 を 進 め る 「 資 源 系 J の 概 念 に
つ い て 説 明 す る 。
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